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た女性の社会進出にとって重要な社会環境的要素
とは､男女平等意識の普及､企業による女性の有
用性の認識､国や地方自治体による仕事と子育て
の両立支援策の導入､国による男女平等を保障す
る強制力のある法律の実施と企業による法の遵守
の重要性である｡これらを踏まえ､米 ･日･中各
国の文化的 ･伝統的な認識を明確にした上で､そ
れぞれの国情 と社会的発展段階に見合った対策を
提言する｡
アメリカでは､女性の社会進出が当たり前にな
ると同時に､男性の意識の面でも女性労働者や女
性管理職を認める環境が整ってきた｡そのうえで､
企業が従業員の仕事 と家庭のバランスを保つよう
な制度を導入することで､出生率も回復 してきた
ことが分かった｡女性の社会進出の支援プロセス
においては､雇用機会均等法と積極的差別是正措
置 (EEOIAA,EqualEmploymentOpportunity
andAfnrmativeAction)などの制度施行におけ
る強制力の効果が大きいことも明らかになったO
日本ではアメリカの自由思想を受け継いではい
るが､男女とも伝統的な意識に束縛される部分が
多く､女性の社会進出が行き詰っている｡法制度
的には平等を提唱しているが､強制力が足 りない｡
このような環境下で､仕事と家庭のバランスを取
り､少子化を止めるのが難 しいことが分かった｡
アメリカの事例を参考に､明確な数値目標を定め
て強制力をもたせるなど､実効を伴 う政策が期待
される｡
中国では､1949年建国以来､社会主義の下で男
女平等意識が普及したが､1978年改革開放による
経済自由化以降､アメリカや日本 と同じように市
場原理下で女性の社会進出を推進しなければなら
ない状況にある｡その上､日本 と同様に男女役割
分業などの伝統的な意識が根強く存在 している｡
このような環境下で､企業に強制力のある制度が
ないと､形だけの女性保護を標傍 しても女性の社
会進出はうまくいくはずがない｡また､現在中国
では ｢一人っ子政策｣が転換期を迎え､女性の社
会進出や男女平等､仕事と家庭のバランスなどの
問題が山積しているaこれらの問題解決のための
政策に実効性をもたせない限り､近い将来予測さ
れる少子化の深刻化を未然に防ぐことはできない
だろうO
今の世界では､経済の変化や少子高齢社会が進
展する中で､男女共同参画社会の推進が社会を活
性化し､現在の社会が直面するさまざまな課題の
解決や経済成長にも繋がるので､この点において､
女性の社会進出と少子化問題についてはこれから
も注目していきたい｡
